平成３０年度　大阪府スポーツ推進審議会
　　　　　
〇　日　　時　　：　　２０１９年１月２３日（水）　　１４：００～１６：００
〇　場　　所　　：　　大阪府公館
〇　出席状況　　：　　出席委員　　１３名　　欠席委員　　２名
（事務局）　教育振興室長、保健体育課長、首席指導主事１名、総括主査１名、主任指導主事１名
　　　　　　文化スポーツ室スポーツ振興課参事、課長補佐１名、
障がい福祉室自立支援課総括主査１名
１　開　　会
　・事務局が開会宣言
２　あいさつ　　　　　　　　　　　　
　・大阪府教育庁を代表して教育振興室長があいさつ
　・委員を代表して会長があいさつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　３　委員の紹介
　　　・事務局から紹介

４　議長の選出
　・事務局から紹介
５　議　　事　
［質疑応答等］　□・・議長　△・・委員　◆・・事務局　
（１）報告事項
　①2019年度体育関係団体に対する補助金について 
　　・保健体育課から説明
　　　（質問等なし）
②2019年度保健体育課（競技スポーツグループ）、スポーツ振興課当初予算の概要について
　・保健体育課所管分について説明
　 △　ラグビーのオールブラックスの選手の学校派遣や、全市町村にタグラグビーの用具を配布し
ていただくなど、様々な企業の協力をいただいている。先日はパラリンピックのメダリストが
講演の中で、企業のサポートを受けて助かっているという話を聞いた。このようにアスリート
支援をコーディネートする人材の育成を進めるとともに、企業と府がタイアップすることで、
お金をかけずにスポーツ振興を促進する事業を継続してほしい。オリンピック・パラリンピッ
クが終わった後も、スポーツを応援する人材や企業が増えることを望んでいる。
　 □　事務局でぜひ取り組んでいただきたい。

　　　　 △　大阪体育協会に対する企業からの支援はどのような内容か。
　　　　 ◆　府内の小中高校生を対象に配布しているスポーツを頑張っている大阪の小中高校生を紹介する新聞を発行している新聞社から、次年度も支援を継続していただくこととなっている。
　・スポーツ振興課所管分について説明
△　東京オリンピック・パラリンピックの聖火リレーのコースが決まっており、公表が可能であれば教えてほしい。
◆　オリンピックについては、今年7月に47都道府県のコースが示される予定である。それまでは非公開となっている。大阪府としては現在コースとなる市町村を選定中である。
△　パラリンピックも同じコースなのか
◆　パラリンピックについては、競技が開催される都道府県のみで実施されるが、47都道府県で採火式のイベントが実施され、各都道府県から東京に採火された火を運ぶ予定となっている。
　　　　③第２次大阪府スポーツ推進計画の進捗状況について
　　　　・スポーツ振興課から説明
　　　　　（質問等なし）
　
　（２）その他
　　①「大阪府運動部活動の在り方に関する方針」の策定について
　　・保健体育課から説明
　　　△　部員数が多いにも関わらずコートが1面しかないなど、施設や競技特性に応じた工夫が必要である。府として好事例があれば、各市町村に発信してほしい。
　　　◆　府としても、施設面や種目特性等に応じて柔軟に取り組んでいただけるよう考えている。実態を踏まえながら、よりよい形をめざしていきたい。今後もご意見をいただきたい。
　　　□　現場と府がやり取りしながら、全国に先駆けて良いものにしていただきたい。
　　　△　教員の働き方改革が叫ばれているが、部活動に一生懸命な先生を応援するためにも、兼務辞令を出して、社会体育の指導者という身分で部活動指導を行うなど、大阪独自の取り組みをしていくのも一つの案ではないか。
　　　◆　府として具体的に検討していないが、今後の課題としていきたい。
　　　◆　方針策定の趣旨は、働き方改革の他に、子どもたちの活動の在り方を考え直すという意味もある。過度の練習によるスポーツ障害やバーンアウト等の課題解決のため、今後もご意見いただきたい。
　　　△　私学に対する拘束力やチェック機能はどうか。
　　　◆　府の方針を参考に、学校法人独自で方針を策定していただくことになっている。私学課を通じて理解をお願いしているが、法的な拘束力はない。各学校で策定していただくことになる。
　　　◆　学校が作った方針は公表することとなっているため、保護者等にチェックしていただくことで、一つの抑止になると思われる。また今年度2回の研修を行った。部活動の指導者を対象に、効率的で効果的な部活動指導をテーマとした。中学校や私学の先生方にも多数参加いただいた。
　　　△　かつて、大阪が全国に先駆けてラグビーの合同チーム参加を可能としたように、大阪独自のいい形を示していってほしい。

②「平成30年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果概要について
　・保健体育課から説明
　　（質問等なし）
　　③子どもの体力向上事業について
　　・保健体育課から説明
· 子どもの体力向上サポート事業の予算が大幅に削減されているが何故か。
　　　◆　平成30年度まで行っていたプロのスポーツ団体や大学教授を小学校に派遣する取り組みが終了するため、次年度からは実践事例集の活用プログラムについて市町村指導主事を対象に研修を行う費用を予算計上している。
　　　◆　財政課から府がモデルを示すのは今年度かぎりと言われている。来年度からは、学校が実践できるようにサポートし、より現場の先生に力をつけていただくための研修を行っていく。
　　　△　新体力テストの測定方法に誤りが見られるとの報告があった。保健体育課や中学校から小学校に測定支援を行っているようだが、スポーツ推進委員の事業として、体力測定コーディネーター養成の中央研修に府から6名が参加した。またコーディネーターにより、各市町村に対してアドバイザー育成研修を実施し、130名程度が受講する見込みである。ぜひ活用いただきたい。
　　　◆　大変ありがたい。活用について検討していきたい。
④大阪府の障がい者スポーツについて
・自立支援課より説明
· 支援学校ダンスパフォーマンス大会は大変良い取り組みである。ぜひ続けていただきたい。
⑤「三大スポーツ大会」（ラグビーワールドカップ2019、東京2020オリンピック・パラリンピ
ック、ワールドマスターズゲームズ2021関西）について
・スポーツ振興課から説明
（質問等なし）
⑥2019年度保健体育課（競技スポーツグループ）、スポーツ振興課行事予定について

　　　　・保健体育課から説明
　　　　　（質問等なし）
　　　　・スポーツ推進課から説明
　　　　　（質問等なし）
６　そ の 他
· 体力測定における工夫事例の紹介（小中学校体育研究会）
· 大阪出身の子どもたちのラグビー全国大会での活躍について（小中学校体育研究会）
· スポーツインテグリティーの向上について（高体連）

７　閉　　会
　　・事務局が閉会宣言
